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アンケート調査にご協力を 
ボランティアの意識調査 

今回、情報ぎゃらりー３６号と一緒

に「グループ わ 会員のボランティア

活動に関する意識調査」のためのアン 

ケート用紙を同封しております。 

この調査は（財）神戸都市問題研究

所とグループ わ が「ソーシャルキャ

ピタル協働政策研究会」の研究テーマ

の一環として、ボランティア団体であ

るグループ  わ の全会員を対象に、

ボランティア活動についての意識調

査を行うものです。調査の結果は、「こ

れからの神戸づくり」の基本となる

“ソーシャルキャピタル”（社会的な

つながりと、そこから生まれる規範・

信頼感）を具体化するための基礎資料

になります。 

地域の安全・安心・福祉・環境など 

の様々な課題の解決に向けて市民が

助け合って行くためには、人と人との

つながりが大切な基盤となります。 

その具体例としての1,000人を越える

会員対象の意識・実情の調査は わ と

しても興味深いものになります。 

皆様方のご協力をお願いします。 
 

 
 「せっかくグループ わ に加入した

のに、活動する場がない」という声を

よく耳にします。情報ぎゃらりーでは

今回初めての試みの付録「グループ

わ 部会活動一覧表」を発行しました。

本部直轄のグループはじめ福祉、国

際、環境、文化、いきがいの５部会に

所属しているボランティアグループ

を紹介しています。 

福祉、国際、環境の部会はカレッジ

のコース別の卒業生が中心になって

活動しています。文化、いきがい部会

は色々の分野の趣味を活かしたグル

ープが多く、クラブ活動の延長で、卒

業後も同じ仲間で活躍されています。

筆者もこうべ環境未来館のコーデ

ィネーターとして、見学に訪れる小学

生、婦人会などの案内をしています。

公共施設の管理運営だけに雨や風で

も休むことはできません。それだけに

責任も重いのです。ボランティアとは

人と人との心の触れ合いが大切で、そ

の共感と感動は何ものにも変えがた

い経験です。いまからでもボランティ

ア仲間に加わりませんか。 （Ｊ・Ｎ）

「阪田みゆきピアノリサイタル」のご案内 
 

混声合唱団コーロＫＳＣが発足して間もない平成9年10月に、ピアニストとして阪田みゆきさん 

をお迎えいたしました。爾来９年あまり、私達は阪田さんの素晴らしい伴奏に助けられ、優しい練習 

の指導を受けながら、合唱を続けて参りました。 

 「夢コンサート」や懇親会などでは見事なピアノソロを聞かせて頂きました。演奏を聞くたびに、 

この演奏をもっと多くの人に是非聞いてほしいと思っておりました。 

このたび、下記のような内容でリサイタルを実施することになりましたのでご案内いたします。 

 

         日  時   平成19年３月30日（金）午後6時開演  

場  所   新長田ピフレホール 

         演奏曲目   シューベルト：即興曲 O P ９０－２～４ 

                リ ス ト ：泉のほとり、ため息、ラ・カンパネラ 

                シ ョ パ ン ：マズルカ№５～７、ノクターン№２、 

                        №５、スケルツオ№２ 

                スクリアビン：ソナタ№４ 
             会  費   １，０００円 

     

客席数の都合もありますので、ご参加戴ける方は前もってご連絡ください。 

連絡先   芝野 公男 （Tel. Fax ７８１－８６１２）  

                    梶谷 道子 （Tel. Fax  ７９１－４１７２） 

コーロＫＳＣ「阪田みゆきピアノリサイタル」実行委員会 
 

グループ わ が受賞 
エイジレス・ライフ実践団体 
平成１８年度「エイジレス・ライ

フ（年齢を感じさせない生活）実践

者及び社会参加活動事例」に、特定

非営利活動法人グループ わ が選

ばれました。 

 内閣府では高齢社会対策の一環

として、全国都道府県にエイジレ

ス・ライフ実践者や団体の推薦を依

頼、本年度は実践者１０１件、社会

参加活動事例６２件の推薦があり

ました。内閣府選考委員会で審査、

近畿地区でグループ わ など３団

体が選ばれたものです。 

 受賞内容は阪神淡路大震災のボ

ランティア、学習支援、環境保全 

などの活動が認められました。 

 

 

  

        

 


